
高田中学・高等学校
緑化木調査と国際交流



１：浄土真宗本願寺派 西本願寺
２：真宗大谷派 東本願寺
３：真宗高田派 専修寺（国宝指定）

三重県津市一身田町
１０

現在では十派に分かれる。

三重県津市にある親鸞聖人を宗祖と仰ぐ
浄土真宗の宗門立の私立の学校

男女共学の生徒数約２４００名

寛保元年（1741年） 本校は真宗高田派僧侶の研修道場として始まる。
明治5年（1872年） 学制発布。以後一般子弟も収容。開校の年とする。

今年創立１５０年。

津市

【本校の歴史】

県内で最も古く、
生徒数最多

・
・
・



地球温暖化による気候変動が深刻な問題となる中、
2016年11月にパリ協定が発効。

本校でも2017年度から探究的な学習の一環として、名古屋産業大学・
（株）赤塚植物園の協力を得て、脱炭素社会の実現に向けた産学連携
の環境学習をスタート。

ＣＯ2濃度測定器を使って、ＣＯ2の見える化

高田中学・高等学校：環境学習への取り組み



本校屋上に設置した
ＣＯ2濃度観測器

データの分析

学習内容①

データ収集
データの公開



二酸化炭素濃度常時測定ネットワークシステム
(nagoya-su.ac.jp)

名古屋産業大学

http://co2.nagoya-su.ac.jp/
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として
貯蔵

二酸化炭素固定

光合成

呼吸

緑化木を対象に測定値比較
ＣＯ2濃度測定器を使って
樹木のＣＯ2貯蔵能力の測定

学習内容②
森林を二酸化炭素の
貯蔵庫として捉える。



例）１０分間日光をあてた時のＣＯ２吸収量

用いた植物の葉の面積
＝ ＣＯ２

貯蔵能力



台湾の高校との研究成果発表会





近隣の小学校・中学校への普及と交流





https://www.youtube.com/channel/UCtaDOmjtM8xLYx
9Da_A737g/videos?view=0

中国語繁体字 英語 中国語簡体字 ベトナム語





今後の展開①

本校の生徒とベトナムの高校生との協働的な学びの場

ベトナムの高校生
ベトナム版 環境学習ビデオ作成 開始の意向

ベトナム国内で小中学生に向けた
地球温暖化防止の啓発活動推進に役立てる



今後の展開② 台湾・ベトナムとの交流の発展
マングローブ林の調査・研究を通じ、協同的学びの実現をめざす

森林がもつ二酸化炭素貯蔵能力 第１位：熱帯雨林
しかし、単位面積（ｈａ）当たりでみると
マングローブ成熟林のＣＯ２吸収貯蓄量・・・約８００～約１３００ tonCO2/ha
熱帯雨林のＣＯ２吸収貯蓄量・・・・・・・・平均約８２０tonCO2/ha

マングローブ林は、水中部分は魚介類のすみか。
地上部にはそれらを餌とする鳥類・哺乳類が集まる。生物多様性の維持

・マングローブ林（ヒルギ科植物）の植樹活動
・マングローブ林復活プロジェクト

マングローブ林が失われている：ベトナムでは深刻
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